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医療技術の発達により運動器疾患に対する手術の治療成績は向

上しているが、脊髄髄内腫瘍の手術治療後は神経脱落症状のみな

らず、異常知覚やしびれを伴った疼痛により患者の日常生活動作

は著しく障害されることをしばしば経験する。また、脊髄腫瘍に

限らず、脊椎変性疾患においても、日常診療においては難治性の

術後遺残症状（疼痛・しびれ）にしばしば遭遇する。これまでに

脊髄髄内腫瘍術後患者85例での患者立脚型評価により、NPSI10

点以上の術後痛を有する割合は56%であり、特に知覚障害/異常感

覚のサブスコアが有意に高く、病理組織毎の評価では星細胞腫で

灼熱痛、血管系腫瘍では発作痛が強いことを報告している

[Nakamura M, Tsuji O, et al. J Orthop Sci 2012]が、術後疼痛

の客観的なバイオマーカーの発見には未だ至っていない。われわ

れはこれまでに、慶應義塾大学整形外科・麻酔科及び星薬科大学

薬理学研究室と共同研究チームで、AMED慢性の痛み解明研究事

業にて術後疼痛のバイオマーカー探索研究を2020年度から継続し

て行っている。本講演においては、髄内腫瘍術後のバイオマー

カーの網羅的探索の結果、脊髄腫瘍の疫学データ、日常診療にお

ける脊髄腫瘍を疑う特徴的な症状について概説する。
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